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メンテナンス項目 月 ４月 5 ６月 ７月 ８月 ９月 1０月 11 １２月 平
新規薬品（試用薬品）基本惰綱
原稿l乍成および人力
２１０ ５０ １８０ ２００ ４７５ ２９６ ２４〔） １８０ ３５ ８５ １９５ 
薬事委員会決定事項
原稿作成および人力
１４０ ０ ９０ ８０ ０ １８０ １３０ ７９ ４０ ０ ７４ 
厚生省「医薬品副作用情#Ｆ１」
ダイジェスト原稿I乍成／人力
６(〕 ０ (〕 ６０ ０ １００ ０ ３５ ０ ４５ ３０ 
医薬品添付文曹改訂に伴う変更
原稿作成および人力























































































































































Ｋ２ 散匝剤 ０１ 抗コリン剤
０２ アドレナリン作動剤
９９ その他
Ｋ３ 縮瞳剤 ０１ コリン作動剤
９９ その他






Ｌ１ 鼻炎治疲剤 ０１ 
Ｌ２ 鏑咳剤 ０１ 
Ｌ３ 去擁剤 ０１ 
Ｌ４ 感冒治療剤 ０１ 





ＬＺ その他 ０１ 
IVI 'Ｃ､､肛令窒農ﾂﾗ三尾E§月ﾖ斉Ｕ




Ｍ２ 不整脈治療剤 ０１ 頻脈治療剤
０２ 徐脈治癩剤




Ｍ４ ショック治療剤 ０１ 昇圧剤
０２ 血管拡張剤
９９ その他
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1987年1988年
情報Ａ：医薬品の基本情報合計：情報Ａ＋情報Ｂ
情報Ｂ：薬剤部からのお知らせ情報
図８．「オンライン医薬品集システム」利用状況
（1987年11月～1988年12月）
24時間を通して要求される．全国的にホスト・コンピュ
ータの24時間運転化が進む傾向にあるので，本院におい
ても24時間運転が実現すれば本システムの利用が増大す
ることが予想される．
②ホスト・コンピュータの24時間運転化が必要であると
考える．
本システムでは，「医薬品の基本'情報（情報Ａ)」と
「薬剤部からのお知らせ情報（情報Ｂ)」の２種類の情
報を提供している．この２種類のI情報を利用した端末数
を部署別に集計すると，職種によって利用する情報の種
類に違いがあることがわかる．つまり，看護婦と医師の
両職種が利用する病棟・外来診療科では情報Ｂの糸の利
用が５％以下なのに対し，医師の承が利用する医局の端
末では35％と多い．このことは職種によるニーズの違い
を示しており，今後は「薬剤部からのお知らせ情報」の
内容をニーズに応じて充実させて行く必要がある．
また，1987年11月から1988年12月までの１日平均の利
用回数（ただし，薬剤部と共同利用室の端末からの利用
回数は含まない）を図８に示す．この間，３月のＰＲ紙
発行や７月のアンケート調査実施時に利用回数が増加し
たが，このことはシステムのＰＲ活動が利用状況にプラ
スの影響を与えていることを示している．一般的に，新
しいシステムの普及には時間を要するので，効果的なシ
ステムのＰＲ活動を継続して行っていくことが必要であ
る．
本システムは，ホスト６コンピュータの運転時間の関
係で，現在のところ利用時間がIlIiしられている．しかしな
がら，医療は24時間を通して行われ，医薬品情報もまた
結論
今回開発したオンライン医薬品集は，院内採用の全医
薬品の基本情報に加え薬物療法に役立つと思われる薬剤
部作成の有用情報も照会できる．画面操作は簡単で，デ
ータファイルのメンテナンス所要時間は１カ月平均約６
時間と短い．また，本システムでは，情報検索の便を計
るため独自の治療コード検索を導入した．以上により，
本システムは，‘`最新の医薬品集，,を絶えず提供するシ
ステムとして有用である､
謝辞本システムの開発にあたり，ご協力をいただい
た金沢大学医学部附属病院医事課の塩屋達氏と日本電気
株式会社システム事業部の背戸清二氏に感謝します．
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